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読上競技コレクション #9読上競技コレクション #9
連唱合奏モデル連唱合奏モデル

競技方法

　置き手自身による問題の連唱（リレー読み）と
いうスタイルは、#3「一人二口モデル」をほうふ
つとさせる。しかし、連唱合奏モデルと一人二口
モデルの間には数多くの相違点がある。
　連唱合奏モデルを実演する“バンド”は 4 人組

（カルテット）である。各メンバーは問題の担当パー
トを読み上げつつ、あるいは他のメンバーの担当
パートを聞き取りつつソロバンに置く。ソロバン
を使うということは、問題の桁数が暗算で間に合
うほど小さくはないこと、そしてメンバーは着座
して連唱合奏することを意味している。
　バンドが連唱合奏する読上算問題は 15 口であ
る。問題は A メロ（1 ～ 5 口目）、B メロ（6 ～ 10
口目）、サビ（11 ～ 15 口目）の 3 つのパートに便
宜的に分けられる。各パートをそれぞれ別のメン
バーが読み上げる。
　余剰人員が発生していると早合点してはならな
い。ボーカル 3 人以外に、バンドにはコーラスが
1 人必要である。コーラスはイントロの「願いま
しては」、それに曲の途中の「引いては」と「加え
て」という接続詞を発声する。バンドが連唱合奏
する問題は 15 口の加減算なのである。どれが減算
口なのかは、以下のような視覚情報（「楽譜」）によっ
てコーラスのみに知らされる。

　1.   6.  11. 
　2.   7.  12.　－ 
　3.　－   8.  13. 
　4.　－   9.  14. 
　5.  10.　－  15.　－

　昨年の今ごろ、世界は大きく変貌し、私は本コ
レクションに出展する作品のディテールを詰めは
じめた。当初の予定では、真打ちとでもいうべき

「安宅之関モデル」の登場をもって、コレクション
は閉幕するはずだった。しかしながら、モデルが
ランウェイを歩いている間に舞台裏で新しいモデ
ルが誕生しそうな気配もあり、もしそうなったら
コレクションの期間を延長しようと心に決めてい
た。望みはかなえられた。
　「読上算は音楽である」。今回の「連唱合奏モデル」
は、このようなメタファー（隠喩）を援用するこ
とで編み出されたし、またそうすることで平易に
説明可能である。読上算は「読む」と「置く」と
いう 2 つの行為から成り立つ。そのどちらにも「音」
が関係する。人の声が出る「読む」という行為は、
歌うことによく似ている。読上算の読み手は“数詩”
の歌い手であるといえる。他方、物の音が出る「置
く」すなわちソロバンを弾くという行為は、楽器
を演奏することによく似ている。ピアニストとは
ピアノ奏者のことである。しからばソロバニスト
とはソロバン奏者のことである。これは冗談だが、
まんざら間違った定義でもないと気に入ってくれ
る人がいるならうれしい。
　本コレクションの #2「算読連携モデル」では、
読上委員に代わってコーチが問題を読み、4 人の
生徒がそれを置くというゲームを提案した。こう
した“coach & four”からコーチを引き算すると
どうなるか。ボーカル専門要員は消え、残る 4 人
が楽器を演奏しながら歌うことになるだろう。こ
れが「連唱合奏モデル」である。
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トーク内容だけでなく曲も考えておいてほしい。
FM 局の番組ならではの依頼が来た。願ってもな
い話だ。私は出演を二つ返事で引き受けた。
　さかのぼること 23 年前の 1992 年 8 月、嵐の中
開催された平成 4 年度全日本珠算選手権大会で、

「北の四天王」を擁する道央が念願の団体総合初優
勝を果たした。今はなき団体総合は、支部ごとに
個人総合の得点上位 3 名の得点を合計して順位を
決めるというルールだった。平成 4 年度の道央は
工藤由季夫・平野仁志・大関一誠・西村友幸の 4
人が優勝メンバーとなった。個人総合も制した工
藤以外の 3 人がたまたま同点だったからだ。しか
し、大会当日は私一人が無理やりメンバーから外
される形で表彰が執り行われた。
　思うに、大学 4 年生のときに経験したあの全日
本が珠算人生の転機となった。私は論壇デビュー
という新たな目標を掲げた。テーマは現在に続く

「珠算競技のデザイン」。だが、批評に耐えうる論
文を書く力が自分にあるのか。どうにか書き上げ
たとして、いざ投稿する段になると気が引けてし
まうのではないか――。
　論文は無事完成し、『月刊珠算界』1993 年 4 月
号に掲載された。執筆の情熱と投稿の勇気を支え
てくれた音楽アルバムがあった。アルバムはトリ
ロジー（三部作）で、1992 年 6 月～ 8 月にかけて
発売された。学者にしてソロバニスト。今の自分
があるのはこのアルバムのおかげといっても過言
ではない。FM 番組に出演した私は、アルバム全
37 曲の中から、1 曲目の「インディアンの丘で」
をリクエストすることで感謝の意に代えた。
　冒頭でも述べたとおり、パンデミックのさ中に
私はささやかなスタートを切った。トリロジーの
作者たち 4 人も静かに動き出した。彼らの最新動
向を追いつつ往時の姿を思い起こすうちに「連唱
合奏モデル」は生まれたが、彼らの忘れがたいバ
ンド名にあやかってこれを「男闘呼組モデル」と
呼ぶことが許されるならば是非そうしたい。
　次回は「珠団方陣モデル」を紹介する。

（小樽商科大学大学院教授）

　楽譜は、コーラスが「願いましては」の掛け声
とともにスタートボタンを押すことで、コーラス
の眼前の画面に映し出される。ボーカルが画面を
覗き見できないよう、コーラスはボーカルよりも
後方に着座する。そして、曲の進行に合わせてタ
イミングよく接続詞を繰り出していく。
　一方、ボーカルは問題を“シャドーイング”によっ
て歌い上げる。前方に着座している 3 人のボーカ
ルは、左右の耳のどちらかにイヤホンを装着して
いる。各人のイヤホンからは、しかるべき時間帯に、
問題全体のうち自分の担当パート（A メロ、B メロ、
サビ）のみが音声として流れてくる。これらは事
前にプログラム化され、コーラスが上述のように
スタートボタンを押すことで作動するものとしよ
う。ボーカルは聞き取った音声（接続詞は一切なし）
を即座に復唱する。ただ復唱するだけならばさほ
ど難しくはないが、同時に自分の楽器を演奏しな
ければならない。もちろん、他の 3 人が正しく演
奏できるように明朗な復唱をしなければならない
し、接続詞を発声するコーラスとも息を合わせな
ければならない。
　4 人による連唱合奏が終了後、各人のソロバン
の盤面を目視することで正誤の確認がなされる。
正答者の数に応じてポイントが与えられる。数曲
を連唱合奏し、その合計ポイントの大小によって
出場バンドの順位が決まる。メンバー同士の結束
を必要とする、これぞ正真正銘の団体戦と思わせ
る骨太な読上競技である。

珠連璧合

　2015 年の 11 月下旬、私は降りしきる雪の中を
コーチャンフォー釧路店へと車を走らせた。店舗
の上階にある FM くしろのスタジオでラジオ番組
を収録するためだった。前月の北海道新聞（釧路・
根室版）で報道された「釧路公立大教授の西村さ
ん　経営学者はそろばん名人」というタイトルの
記事が番組スタッフの目に留まったようだ。トー
クの合間にゲストからのリクエスト曲を流すので、
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